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■
研
究
ノ
ー
ト

『
源
平
盛
衰
記
』
の
怪
異
記
事

―
巻
第
一
か
ら
巻
第
六
を
対
象
と
し
て

臼
　
井
　
七
　
海

　
『
源
平
盛
衰
記
』（
以
下
、
盛
衰
記
と
略
称
す
る（（
（

）
は
、『
平
家
物
語
』
諸
本

の
中
で
、
多
彩
な
記
事
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
覚
一
本

『
平
家
物
語
』（
以
下
、
覚
一
本
と
略
称
す
る（（
（

）
と
比
べ
る
と
明
ら
か
で
あ
る

が
、
し
か
し
他
方
、
盛
衰
記
の
怪
異
譚
に
特
に
注
目
し
た
研
究
は
多
く
な
い（（
（

。

執
筆
者
は
盛
衰
記
が
怪
異
譚
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
を
、
他
の
『
平
家
物

語
』
諸
本
と
異
な
る
盛
衰
記
固
有
の
作
品
構
成
と
の
関
連
性
に
お
い
て
意
義

付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
盛
衰
記
全
体
の
作
品
構
成
を
認
識
す
る
た
め
の
作
業
の
一
端
と

し
て
、
便
宜
上
、
盛
衰
記
の
鹿
ヶ
谷
事
件
の
流
れ
に
な
る
手
前
ま
で
の
巻
第

一
か
ら
巻
第
六
ま
で
の
怪
異
譚
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

一
、
巻
第
一
か
ら
巻
第
六
の
怪
異
譚

　

私
見
で
は
、
巻
第
一
か
ら
巻
第
六
に
至
る
部
分
に
は
、
計
八
つ
の
怪
異
譚

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
巻
第
五
に
は
怪
異
譚
は
見
ら
れ
な
い
。

⑴　

第
一
の
怪
異
譚
は
、
巻
第
一
「
同
人
行
陀
天
」
の
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

（「
同
人
行
陀
天
」
は
次
の
「
同
清
水
寺
詣
」
に
お
い
て
平
清
盛
が
清
水
寺
に

参
詣
す
る
こ
と
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
る
事
件
を
記
し
た
章
段
で
あ
る
）。

清
盛
後
憑
シ
ク
思
テ
、
弥
致
二
精
誠
一
、
祈
念
シ
ケ
レ
共
、
余
ノ
貧
者
也

ケ
レ
バ
、
倩
案
ジ
テ
思
ケ
ル
ハ
、
我
諸
国
庄
園
ノ
主
也
、
縦
ヒ
何
ト
ナ

ケ
レ
共
、
生
得
ノ
報
ト
テ
、
身
一
ツ
助
ル
分
ハ
有
ゾ
カ
シ
、
況
清
盛
ガ

身
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
、
希
代
ノ
果
報
哉
ト
怪
ム
処
ニ
、
或
時
蓮
台
野
ニ
シ
テ
、

大
ナ
ル
狐
ヲ
追
出
シ
、
弓
手
ニ
相
付
テ
、
既
ニ
射
ン
ト
シ
ケ
ル
ニ
、
狐

忽
ニ
黄
女
ニ
変
ジ
テ
、
莞
□
（
に
っ
こ
と
）
笑
ヒ
、
立
向
テ
、「
ヤ
ヽ
、

我
命
ヲ
助
給
ハ
ヾ
、
汝
ガ
所
望
ヲ
叶
ヘ
ン
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
清
盛
矢
ヲ

ハ
ヅ
シ
、「
イ
カ
ナ
ル
人
ニ
テ
オ
ハ
ス
ゾ
」
ト
問
フ
。
女
答
云
、「
我
ハ

七
十
四
道
中
ノ
王
ニ
テ
有
ゾ
」
ト
聞
ユ
。「
偖
ハ
貴
狐
天
王
ニ
テ
御
座
ニ

ヤ
」
ト
テ
、
馬
ヨ
リ
下
テ
敬
屈
ス
レ
バ
、
女
又
本
ノ
狐
ト
成
テ
、
コ
ウ

〳
〵
鳴
テ
失
ヌ
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
の
は
、
途
中
で
「
黄
女
」
に
変
じ
る
「
大
ナ
ル
狐
」
で

あ
る
。
女
が
「
我
ハ
七
十
四
道
中
ノ
王
ニ
テ
有
ゾ
」
と
言
う
の
を
聞
い
た
清

盛
は
「
偖
ハ
貴
狐
天
王
ニ
テ
御
座
ニ
ヤ
」
と
問
い
か
け
、
馬
か
ら
下
り
て
敬

屈
す
る
。
す
る
と
女
は
狐
の
姿
に
戻
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
清
盛
の
問
い
か

け
に
対
し
て
、
女
は
肯
定
も
否
定
も
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
の
振
る
舞
い

は
女
の
正
体
が
狐
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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⑵　

第
二
の
怪
異
譚
は
、
巻
第
一
「
同
人
捕
化
鳥
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の

記
事
は
、
清
盛
が
怪
鳥
（
化
鳥
）
を
捕
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
芸
守
に
任

ぜ
ら
れ
る
と
い
う
、
出
世
譚
の
型
を
な
し
て
い
る
。

夜
半
計
ニ
及
テ
、
南
殿
ニ
鵼
ノ
声
シ
テ
、
一
鳥
ヒ
メ
キ
渡
タ
リ
。（
中

略
）
左
衛
門
佐
ニ
テ
、
間
近
候
ケ
レ
バ
「
清
盛
」
ト
答
。「
南
殿
ニ
朝
敵

ア
リ
。
罷
出
テ
搦
ヨ
」
ト
仰
ス
。（
中
略
）
而
ル
ヲ
清
盛
、
綸
言
ノ
下
ニ

朝
威
ヲ
重
ジ
テ
、
怪
鳥
ヲ
取
事
ヲ
得
タ
リ
。（
中
略
）「
天
下
安
穏
ニ
万

民
愁
ヲ
休
メ
ン
ニ
ハ
、
怪
異
ヲ
鎮
テ
進
ス
ル
ニ
ハ
不
レ
如
。
コ
レ
非
二
朝

敵
鎮
一
ヤ
。
勧
賞
ア
ル
ベ
シ
」
ト
テ
安
芸
守
ニ
ナ
サ
ル
。

　

こ
こ
で
は
、
南
殿
に
て
「
鵼
ノ
声
」
が
し
て
鳥
が
一
羽
飛
ん
で
い
た
と
い

う
。
こ
の
と
き
鵼
の
声
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
源
頼
政
の
鵼
退
治（（
（

と
は
異
な

り
、
捕
ら
え
た
鳥
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は
描
写
が
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ

で
は
「
怪
鳥
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、「
鵼
」
と
断
定
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

　

こ
の
章
段
で
は
、「
綸
言
ノ
下
ニ
朝
威
ヲ
」
云
々
の
表
現
か
ら
も
、
怪
鳥
は

朝
敵
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
、
宮
中
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
一
方
で
、
先
に
挙
げ
た
第
一
の
怪
異
の
「
大
ナ
ル
狐
」
は
、
射

ら
れ
る
前
に
女
に
変
身
し
、
か
つ
清
盛
の
敬
礼
を
受
け
て
か
ら
去
っ
て
い
る
。

同
じ
怪
異
的
な
存
在
で
あ
っ
て
も
、
両
者
の
間
に
は
排
除
さ
れ
る
モ
ノ
／
さ

れ
な
い
モ
ノ
の
違
い
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

⑶　

第
三
の
怪
異
譚
は
、
巻
第
二
「
新
帝
御
即
位
崩
御
」
の
以
下
の
部
分
で

あ
る
。永

万
元
年
ノ
春
ノ
比
ヨ
リ
主
上
御
不
予
ノ
御
事
有
ト
聞
エ
シ
カ
バ
、
其

年
ノ
夏
ノ
始
ニ
成
シ
カ
バ
、
事
ノ
外
ニ
重
ラ
セ
給
ケ
レ
バ
、
大
蔵
大
輔

紀
兼
盛
ガ
娘
ノ
腹
ニ
、
二
歳
ニ
ナ
ラ
セ
給
フ
皇
子
ノ
御
座
ケ
ル
ヲ
、
皇

太
子
ニ
立
テ
奉
ル
可
キ
由
聞
ヘ
シ
程
ニ
、
六
月
廿
五
日
、
俄
ニ
親
王
ノ

宣
旨
ヲ
被
レ
下
テ
、
ヤ
ガ
テ
其
夜
位
ヲ
譲
リ
奉
セ
給
ヒ
キ
。
何
ト
ナ
ク
上

下
周
章
タ
リ
。（
中
略
）

　

永
万
元
年
六
月
二
十
七
日
ニ
、
大
極
殿
ニ
シ
テ
新
帝
御
即
位
ノ
事
ア

リ
シ
ニ
、
同
七
月
廿
三
日
ニ
春
寛
法
印
御
験
者
ニ
参
リ
祈
申
ケ
ル
ニ
、

御
邪
気
始
テ
顕
テ
讃
岐
院
ノ
御
霊
ト
ゾ
聞
エ
シ
。
同
二
十
八
日
ニ
新
院

隠
レ
サ
セ
給
ニ
ケ
リ
。
御
歳
二
十
二
、
位
ヲ
サ
ラ
セ
給
テ
僅
ニ
三
十
余

日
也
。
天
下
憂
喜
相
交
テ
不
二
取
敢
一
事
也
。

　

二
条
院
（
新
院
）
の
、
六
条
天
皇
へ
の
譲
位
を
経
て
「
崩
御
」
に
至
る
過

程
に
つ
い
て
記
し
た
記
事
で
あ
る
。
直
接
の
死
因
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
即
位
に
際
し
て
春
寛
法
印
が
加
持
祈
禱
を
行
う
と
「
讃
岐
院
ノ
御
霊
」

が
顕
れ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
讃
岐
院
ノ
御
霊
」
が
二
条

院
を
呪
い
殺
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑷　

第
四
の
怪
異
譚
は
、
巻
第
三
「
那
智
籠
山
」
の
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
那
智
山
に
花
山
法
皇
が
参
詣
し
た
際
、
龍
神
に
鮑
を
奉
っ
た
こ

と
、
天
狗
を
遠
ざ
け
る
た
め
に
安
倍
晴
明
が
魔
類
を
置
い
た
と
い
う
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

彼
花
山
法
皇
ノ
御
行
ノ
其
間
ニ
、
様
々
ノ
験
徳
ヲ
顕
サ
セ
給
ケ
ル
。
其

中
ニ
、
龍
神
ア
マ
ク
ダ
リ
テ
、
如
意
宝
珠
一
顆
、
水
精
ノ
念
珠
一
連
、

九
穴
ノ
蚫
貝
一
ヲ
奉
ル
。
法
皇
此
供
養
ヲ
メ
サ
レ
テ
、
末
代
行
者
ノ
為

ニ
ト
テ
、
宝
珠
ヲ
バ
岩
屋
ノ
中
ニ
納
ラ
レ
、
念
珠
ヲ
バ
千
手
堂
ノ
ヘ
ヤ

ニ
納
ラ
レ
テ
、
今
ノ
世
マ
デ
モ
、
先
達
預
レ
之
渡
ス
。
蚫
ヲ
バ
一
ノ
滝
壺

ニ
被
二
放
置
一
タ
リ
ト
云
。
白
河
院
御
幸
ノ
時
、
彼
蚫
ヲ
為
レ
被
レ
見
、
海

人
ヲ
召
レ
テ
滝
壺
ニ
入
ラ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
貝
ノ
大
サ
ハ
傘
バ
カ
リ
ト

ゾ
奏
申
ケ
ル
。
参
詣
上
下
ノ
輩
、
万
ノ
願
ノ
満
事
ハ
、
如
意
宝
珠
ノ
験
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也
。
飛
滝
ノ
水
ヲ
身
ニ
フ
ル
レ
バ
、
命
ノ
長
事
ハ
、
彼
蚫
ノ
故
ト
ゾ
申

伝
タ
ル
。
花
山
法
皇
ノ
御
籠
ノ
時
、
天
狗
様
々
奉
レ
防
ケ
レ
バ
、
陰
陽
博

士
安
倍
晴
明
ヲ
召
テ
、
被
二
仰
含
一
ケ
レ
バ
、
晴
明
、
狩
籠
ノ
岩
屋
ト
云

所
ニ
、
多
ノ
魔
類
ヲ
祭
リ
置
。
那
智
ノ
行
者
不
法
懈
怠
ノ
ア
ル
時
ハ
、

此
天
狗
共
嗔
ヲ
ナ
シ
テ
恐
シ
ト
ゾ
語
伝
タ
ル
。

　

後
半
の
天
狗
が
登
場
す
る
話
は
、
陰
陽
師
の
安
倍
晴
明
の
知
恵
や
知
識
に

よ
っ
て
、
天
狗
を
岩
屋
へ
近
づ
か
せ
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
者

の
花
山
法
皇
に
よ
る
龍
神
へ
の
供
養
譚
と
、
後
者
の
晴
明
の
天
狗
鎮
定
譚
は
、

一
つ
の
物
語
で
表
裏
の
関
係
を
な
し
て
い
る
と
言
え
る
。

⑸　

第
五
の
怪
異
譚
は
、
巻
第
三
「
成
親
望
大
将
」
に
見
ら
れ
る
。
藤
原
成

親
が
左
大
将
に
な
り
た
い
が
た
め
に
、
諸
寺
諸
社
に
大
願
を
立
て
て
祈
り
、

ま
た
成
親
自
ら
も
諸
寺
諸
社
に
籠
っ
て
祈
誓
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
章
段
で
は
、
不
吉
な
こ
と
を
予
言
さ
れ
た
の
ち
に
、
実
際
に
怪
異

を
体
験
す
る
と
い
う
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
。

若
又
殿
ノ
三
位
中
将
師
家
ナ
ン
ド
ヤ
成
給
ハ
ン
ズ
ラ
ン
ト
申
ケ
ル
程
ニ
、

新
大
納
言
成
親
卿
、
ヒ
ラ
ニ
被
二
望
申
一
ケ
リ
。
院
ノ
御
気
色
モ
ヨ
カ
リ

ケ
レ
バ
、
内
外
ニ
付
テ
奏
申
ケ
ル
上
ニ
、
諸
寺
諸
社
ニ
様
々
ノ
大
願
ヲ

立
テ
祈
申
。
大
納
言
自
春
日
ノ
社
ニ
七
箇
日
籠
テ
、
祈
誓
シ
給
ケ
レ
共
、

指
テ
験
ナ
ケ
レ
バ
、
貴
僧
ヲ
八
幡
宮
ニ
籠
テ
、
信
読
大
般
若
ヲ
始
給
ヘ

リ
。
信
読
半
分
計
ニ
成
テ
、
高
良
大
明
神
ノ
御
前
ナ
ル
楠
ノ
木
ニ
、
山

鳩
二
羽
出
来
テ
、
食
合
落
テ
死
ニ
ケ
リ
。「
大
菩
薩
ノ
第
一
ノ
仕
者
也
。

是
直
事
ニ
ア
ラ
ズ
」
ト
テ
、
時
ノ
別
当
聖
清
此
由
ヲ
奏
聞
ス
。
即
神
祇

官
ニ
テ
御
占
い
ア
リ
。「
天
子
大
臣
ノ
非
二
御
慎
一
。
臣
下
ノ
怪
異
」
ト

ゾ
申
ケ
ル
。
成
親
卿
ハ
コ
レ
ニ
モ
更
ニ
恐
ズ
、
猶
又
賀
茂
上
社
ニ
、
仁

和
寺
ノ
俊
堯
法
印
ヲ
籠
テ
、
孔
雀
経
ノ
法
ヲ
行
、
下
ノ
若
宮
ニ
ハ
、
三

室
戸
ノ
法
印
某
籠
テ
、
荼
吉
尼
ノ
法
ヲ
修
ス
。
七
箇
日
満
日
、
晴
タ
ル

空
俄
ニ
曇
、
雷
電
ニ
響
キ
、
風
吹
雨
降
ナ
ン
ド
シ
テ
、
天
地
震
動
ス
ル

事
二
時
バ
カ
リ
有
テ
、
彼
宝
殿
ノ
後
杉
ニ
雷
落
係
テ
燃
ケ
リ
。
雷
火
他

ニ
不
レ
移
ト
コ
ソ
云
伝
タ
レ
ド
モ
、
若
宮
ニ
移
テ
社
ハ
焼
ニ
ケ
リ
。「
神

ハ
不
レ
禀
二
非
礼
一
」
ト
云
事
ナ
レ
バ
、
非
分
ノ
事
ヲ
祈
申
サ
レ
ケ
レ
バ
、

係
ル
フ
シ
ギ
モ
出
来
ニ
ケ
リ
。
大
納
言
ハ
、「
僧
モ
法
モ
軽
テ
信
心
ガ
ナ

ケ
レ
バ
コ
ソ
、
神
モ
不
法
ノ
祈
誓
ヲ
ト
ガ
メ
テ
、
加
様
ノ
懈
怠
モ
ア
レ
」

ト
テ
、
七
日
精
進
シ
テ
、
下
社
ニ
七
箇
日
籠
テ
、
所
願
成
就
ト
被
レ
申
ケ

リ
。
七
日
ニ
満
ズ
ル
誰
カ
レ
時
バ
カ
リ
ニ
、
夢
現
ト
モ
覚
エ
ズ
、
赤
衣

ノ
官
人
二
人
来
テ
、
大
納
言
ノ
左
右
ノ
手
ヲ
引
張
、
社
頭
ノ
白
砂
ニ
引

落
ス
。
コ
ハ
イ
カ
ニ
ト
オ
ボ
ス
処
ニ
、
大
明
神
、
御
殿
ノ
戸
ヲ
推
ヒ
ラ

カ
セ
給
ヒ
テ
、
カ
ク
、

　

桜
花
賀
茂
ノ
河
風
恨
ナ
ヨ
散
ヲ
バ
ワ
レ
モ
ヱ
コ
ソ
ト
ヾ
メ
ネ

と
、
高
ラ
カ
ニ
大
納
言
ノ
耳
ニ
聞
エ
ケ
レ
バ
、
身
ニ
シ
ミ
オ
ソ
ロ
シ
ク

テ
、
大
将
ノ
所
望
ハ
ヤ
ミ
ニ
ケ
リ
。

　

右
で
は
、
前
半
部
で
山
鳩
二
羽
が
「
食
合
落
テ
死
」
ぬ
と
い
う
不
吉
な
こ

と
が
起
こ
り
、
続
け
て
雷
・
風
・
地
震
な
ど
の
所
謂
自
然
の
異
常
が
生
じ
て

い
る
。（「
晴
タ
ル
空
俄
ニ
曇
」
で
あ
っ
た
と
い
い
、
完
全
な
悪
天
候
の
最
中

に
起
こ
っ
た
現
象
で
は
な
い
）。
成
親
は
怪
異
や
「
フ
シ
ギ
」
を
引
き
起
こ
し

た
に
も
拘
ら
ず
、
自
身
の
野
望
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
彼
は
後
に
さ
ら
に
平
家
討
伐
を
考
え
る
に
至
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
こ
の
「
成
親
望
大
将
」
は
、
予
兆
的
な
内
容
を
含
む
記
事
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
巻
第
三
「
成
親
望
大
将
」
で
は
、
異
常
な
自
然
現
象

は
今
後
の
展
開
の
伏
線
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
で
は
そ
れ
は
、
成
親
の
平
家
討
伐
に
至
る
動
き
と
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
の
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で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑹　

第
六
の
怪
異
譚
は
巻
第
四
「
白
山
神
輿
登
山
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
登
場
す
る
の
は
、
猿
の
よ
う
な
人
・
雷
電
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
比
叡

辻
ノ
神
主
ガ
夢
ニ
見
タ
リ
ケ
ル
ハ
」
と
い
う
よ
う
に
夢
の
中
が
舞
台
と
な
っ

て
い
る
。
以
下
本
文
を
確
認
し
て
い
く
。

舟
ゴ
ト
ニ
狩
衣
ニ
玉
襷
ア
ゲ
タ
ル
者
ノ
、
北
ヘ
向
テ
舟
を
漕
。「
イ
カ
ナ

ル
人
ノ
御
者
詣
ゾ
」
ト
問
バ
、「
白
山
権
現
ノ
神
輿
ノ
御
上
洛
之
間
、
御

迎
ニ
ト
テ
山
王
ノ
出
サ
セ
給
御
舟
也
」
ト
申
。
角
云
者
ノ
姿
ヲ
ミ
レ
バ
、

身
ハ
人
、
面
ハ
猿
ニ
テ
ゾ
有
ケ
ル
。
打
驚
タ
レ
バ
汗
身
ニ
ア
マ
レ
リ
。

不
思
議
ヤ
ト
思
、
立
出
テ
四
方
ヲ
見
渡
セ
バ
、
此
山
ヨ
リ
黒
雲
一
叢
引

渡
、
雷
電
ヒ
ヾ
キ
テ
氷
ノ
雨
フ
リ
、
能
美
ノ
山
ノ
峯
ツ
ヾ
キ
、
塩
津
、

海
津
、
伊
吹
ノ
山
、（
中
略
）
皆
白
平
ニ
雪
ゾ
降
。

　

こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
「
身
ハ
人
、
面
ハ
猿
」
の
モ
ノ
に
つ
い
て
は
、
頭
注

に
拠
る
と
「
日
吉
山
王
の
使
者
は
猿
と
さ
れ
」
て
い
る
と
あ
る
。
つ
ま
り
こ

の
猿
の
よ
う
な
人
は
神
の
使
い
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
黒
雲
一

叢
引
渡
、
雷
電
ヒ
ヾ
キ
テ
氷
ノ
雨
降
」
っ
た
と
い
う
。
前
文
に
「
不
思
議
ヤ

ト
思
、
立
出
テ
四
方
ヲ
見
渡
セ
バ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
章
段
の
自
然

現
象
も
先
に
み
た
巻
第
三
「
成
親
望
大
将
」
と
同
様
、
こ
こ
で
も
急
に
悪
天

候
へ
と
変
わ
っ
た
の
だ
と
理
解
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
急
な
天
候
の
変
化

が
あ
っ
て
こ
そ
、
自
然
現
象
の
怪
異
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑺　

第
七
の
怪
異
譚
は
巻
第
四
「
山
王
垂
跡
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
比
叡
山

の
僧
で
あ
る
澄
憲
の
説
法
が
行
わ
れ
た
夜
、
天
皇
が
夢
を
見
ら
れ
た
。
そ
の

夢
は
、
天
童
二
人
が
比
叡
山
か
ら
下
っ
て
、
京
の
病
者
た
ち
を
治
癒
す
る
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
話
は
一
種
の
鬼
退
治
の
型
を
も
な
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

飢
饉
ニ
責
ラ
レ
疫
癘
ニ
侵
レ
テ
、
親
ニ
後
ル
子
、
恩
徳
ノ
高
キ
涙
ヲ
流

シ
、
子
ヲ
先
立
ル
親
、
哀
愍
ノ
深
キ
袖
ヲ
絞
ル
。
兄
弟
夫
婦
互
ニ
別
亡

ケ
レ
バ
、
京
中
モ
田
舎
モ
皆
触
穢
ニ
テ
、
社
参
ノ
者
ナ
シ
。
折
節
四
月

上
旬
ニ
テ
、
導
師
説
法
ノ
終
ニ
『
卯
月
ハ
神
ノ
月
ナ
レ
ド
モ
、
再
拝
ト

云
人
モ
ナ
ク
、
八
日
ハ
薬
師
ノ
日
ナ
レ
ド
モ
、
南
無
ト
唱
ル
声
モ
セ
ズ
。

緋
ノ
玉
垣
地
ニ
倒
、
青
葉
ノ
榊
モ
不
レ
差
ケ
リ
』
ト
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
三

千
ノ
衆
徒
一
同
ニ
黒
染
ノ
袖
ヲ
ゾ
絞
ケ
ル
。
神
明
御
納
受
有
ケ
レ
バ
、

即
夜
ニ
帝
ノ
御
夢
想
ニ
、
比
叡
山
ヨ
リ
天
童
二
人
下
テ
、
左
手
ニ
瑠
璃

ノ
壺
を
持
、
右
ノ
手
ニ
榊
ノ
枝
ヲ
持
テ
、
榊
ヲ
壺
ノ
水
ノ
指
入
テ
、
京

中
辺
ノ
病
者
ニ
灑
ケ
レ
バ
、
家
々
ヨ
リ
青
鬼
赤
鬼
イ
ク
ラ
ト
云
数
ヲ
知

ズ
出
テ
サ
ル
ト
叡
覧
ア
リ
。

　

榊
を
使
っ
て
病
者
に
水
を
灌
ぐ
こ
と
で
「
家
々
ヨ
リ
青
鬼
赤
鬼
」
を
あ
ぶ

り
だ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
青
鬼
赤
鬼
」
は
、
病
の
原
因
を
な
す
存
在
と
み

な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

⑻　

最
後
の
事
例
は
、
巻
第
六
「
幽
王
褒
似
烽
火
」
の
記
事
で
あ
る
。
周
幽

王
が
褒
姒
と
い
う
美
人
を
后
と
し
、
寵
愛
す
る
が
、
こ
の
褒
姒
の
正
体
は
狐

で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
頭
注
に
よ
る
と
、
こ
の
章
段
の
話
は
『
史

記
』
の
第
四
周
本
紀
に
概
ね
拠
っ
て
い
る
と
い
う
。

此
后
三
千
ノ
寵
愛
ニ
ス
グ
レ
、
万
女
ノ
綺
羅
ニ
越
タ
レ
ド
モ
、
笑
事
サ

ラ
ニ
御
座
サ
ズ
。
王
コ
ヽ
ロ
モ
ト
ナ
ク
思
食
テ
、「
宮
中
ニ
心
ヲ
ト
ヾ
メ

給
ハ
ヌ
ニ
ヤ
。
イ
カ
ヾ
シ
テ
笑
顔
ヲ
見
ン
」
ト
思
食
ケ
ル
ニ
、
大
国
ノ

習
、
朝
敵
ヲ
禦
ギ
亡
サ
ン
ト
テ
、
官
兵
ヲ
召
時
ハ
カ
ナ
ラ
ズ
烽
火
ヲ
揚

ル
事
ア
リ
。（
中
略
）
異
賊
幽
王
ヲ
可
レ
奉
レ
傾
之
由
聞
ヘ
ケ
レ
バ
、
飛

火
ヲ
ア
ゲ
テ
兵
ヲ
メ
ス
。
官
兵
馳
集
テ
旗
ヲ
ナ
ビ
カ
シ
。
戈
ヲ
サ
ヽ
ゲ

テ
、
鑣
ヲ
並
ベ
時
ヲ
作
リ
ケ
ル
ニ
、
后
始
テ
笑
給
ヘ
リ
。
サ
ラ
ヌ
ダ
ニ
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見
目
形
タ
グ
ヒ
ナ
ク
ウ
ツ
ク
シ
カ
リ
ケ
ル
上
、
咲
給
ヒ
タ
リ
ケ
レ
バ
。

イ
ト
ヾ
百
ノ
媚
ヲ
ゾ
増
給
フ
。
帝
ウ
レ
シ
キ
事
ニ
思
召
、
常
ニ
飛
火
ヲ

揚
ラ
レ
テ
兵
ヲ
集
給
フ
。（
中
略
）
幽
王
忽
ニ
滅
ニ
ケ
リ
。
サ
テ
コ
ソ
后

ヲ
褒
姒
僻
愛
ト
ハ
申
ケ
レ
。
又
は
傾
城
ト
モ
名
タ
リ
。
都
ヲ
傾
ト
云
フ

読
ア
レ
バ
、
当
初
ハ
誡
ケ
レ
ド
モ
、
近
来
ハ
人
ゴ
ト
ニ
傾
城
ト
ゾ
呼
ケ

ル
。
彼
后
幽
王
亡
給
テ
後
、
尾
三
つ
ア
ル
狐
ト
成
テ
、
コ
ウ
〳
〵
鳴
シ

テ
古
キ
塚
に
入
ニ
ケ
リ
。
狐
人
ヲ
蕩
ト
テ
ハ
、「
化
シ
テ
婦
人
ト
成
テ
顔

色
好
、
頭
ハ
雲
ノ
鬟
ト
変
ジ
、
面
ハ
厳
キ
粧
ト
成
テ
、
翠
眉
不
レ
拳
華
ノ

顔
低
タ
リ
、
忽
然
ニ
一
タ
ビ
笑
バ
千
万
ノ
態
有
、
見
人
十
人
ガ
八
九
ハ

迷
ヌ
」
ト
ゾ
カ
ヽ
レ
タ
ル
。

　
「
幽
王
褒
似
烽
火
」
は
、
前
に
あ
る
章
段
の
「
同
人
召
兵
」
の
流
れ
を
引
い

て
い
る
。
平
重
盛
が
父
の
清
盛
に
対
し
て
進
言
を
し
て
い
る
際
に
、
幽
王
の

名
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
幽
王
褒
似
烽
火
」
は
「
同
人

召
兵
」
を
補
助
す
る
位
置
付
け
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、「
幽
王
褒
似
烽

火
」
は
先
に
挙
げ
た
褒
姒
の
正
体
が
狐
で
あ
っ
た
と
い
う
話
と
は
別
に
、
同

一
の
章
段
に
て
褒
姒
の
別
の
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
褒
姒
は
亀
の

子
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
話
に
白
龍
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

　

或
説
云
、
褒
姒
ハ
亀
ノ
子
也
。
周
ノ
厲
王
ノ
時
、
南
庭
ニ
二
ノ
白
龍

出
来
テ
蟠
居
レ
リ
。
帝
イ
ブ
セ
ク
思
食
ケ
レ
バ
、
可
レ
殺
ヨ
シ
宣
下
セ
ラ

レ
ケ
ル
ヲ
、
大
臣
公
卿
僉
議
ア
リ
テ
云
、「
龍
ハ
命
長
シ
テ
必
如
意
宝
珠

持
ト
云
ヘ
リ
。（
中
略
）
二
龍
恩
ヲ
報
ズ
ト
ヤ
思
ケ
ン
、
暫
庭
上
ニ
泡
ヲ

吐
テ
去
ヌ
。

二
、
覚
一
本
と
の
比
較

　

本
稿
で
取
り
扱
っ
て
い
る
盛
衰
記
の
章
段
の
う
ち
、
覚
一
本
に
該
当
す
る

記
事
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
盛
衰
記
の
巻
第
二
「
新
帝
御
即
位
崩
御
」、
巻
第

三
「
成
親
望
大
将
」、
巻
第
六
「
幽
王
褒
似
烽
火
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
内
容

は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
も
の
の
、
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
記
事
も
あ
る
。
次
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
覚
一
本
の
記
事
を
見
て
い
く
。

ⅰ
）
盛
衰
記
巻
第
二
「
新
帝
御
即
位
崩
御
」
に
該
当
す
る
覚
一
本
の
記
事
は
、

巻
第
一
「
額
打
論
」
で
あ
る
。
後
者
の
冒
頭
に
て

　

さ
る
程
に
、
永
万
元
年
の
春
の
比
よ
り
、
主
上
御
不
豫
の
御
事
と
聞

え
さ
せ
給
し
が
、
夏
の
は
じ
め
に
な
り
し
か
ば
、
事
の
外
に
重
ら
せ
給

ふ
。
是
に
よ
ッ
て
、
大
蔵
大
輔
吉
兼
盛
が
娘
の
腹
に
、
今
上
一
宮
の
二

歳
に
な
ら
せ
給
ふ
が
ま
し
〳
〵
け
る
を
、
太
子
に
立
て
ま
い
ら
せ
給
ふ

べ
し
と
聞
え
し
ほ
ど
に
、
同
六
月
廿
五
日
、
俄
に
親
王
の
宣
旨
下
さ
れ

て
、
や
が
て
其
夜
受
禅
あ
り
し
か
ば
、
天
下
な
に
と
な
う
あ
は
て
た
る

さ
ま
也
。

　

さ
る
程
に
、
同
七
月
廿
七
日
、
上
皇
つ
ゐ
に
崩
御
な
り
ぬ
。
御
年
廿

三
、
つ
ぼ
め
る
花
の
散
れ
る
が
ご
と
し
。
玉
の
簾
、
錦
の
帳
の
う
ち
、

皆
御
涙
に
む
せ
ば
せ
給
ふ
。
や
が
て
そ
の
夜
香
隆
寺
の
う
し
と
ら
、
蓮

台
野
の
奥
、
船
岡
山
に
お
さ
め
奉
る
。

と
、
盛
衰
記
と
同
じ
七
月
廿
七
日
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
二
条
天

皇
の
病
気
に
を
め
ぐ
っ
て
占
い
を
し
て
お
ら
ず
、
讃
岐
院
の
御
霊
が
顕
れ
る

と
い
っ
た
内
容
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
覚
一
本
と
比
較
し
た
と
き
、
盛
衰
記

は
新
に
怨
霊
と
い
う
未
知
な
る
も
の
を
二
条
天
皇
の
病
気
の
原
因
と
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。

ⅱ
）
盛
衰
記
巻
第
三
「
成
親
望
大
将
」
に
該
当
す
る
記
事
は
、
覚
一
本
巻
第

一
「
鹿
谷
」
で
あ
る
。
後
者
の
記
述
を
見
て
い
く
と
、

其
外
故
中
御
門
の
藤
中
納
言
家
成
卿
の
三
男
、
新
大
納
言
成
親
卿
も
ひ
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ら
に
申
さ
れ
け
り
。
院
の
御
気
色
よ
か
り
け
れ
ば
、
さ
ま
〴
〵
の
祈
を

ぞ
は
じ
め
ら
れ
け
る
。
八
幡
に
百
人
の
僧
を
こ
め
て
、
進
読
の
大
般
若

を
七
日
よ
ま
せ
ら
れ
け
る
最
中
に
、
甲
良
の
大
明
神
の
御
ま
へ
な
る
橘

の
木
に
、
男
山
の
方
よ
り
山
鳩
三
飛
来
ッ
て
、
く
い
あ
ひ
て
ぞ
死
に
け

る
。「
鳩
は
八
幡
大
菩
薩
の
第
一
の
仕
者
な
り
。
宮
等
に
か
ゝ
る
不
思
議

な
し
」
と
て
、
時
の
検
校
匡
清
法
印
、
此
由
内
裏
へ
奏
聞
す
。
神
祇
官

に
し
て
御
占
あ
り
。「
天
下
の
さ
は
ぎ
」
と
う
ら
な
ひ
申
。「
但
君
の
御

つ
ゝ
し
み
に
あ
ら
ず
、
臣
下
の
つ
ゝ
し
み
」
と
ぞ
申
け
る
。
新
納
言
是

に
お
そ
れ
を
も
い
た
さ
れ
ず
、
昼
は
人
目
の
し
げ
け
れ
ば
、
夜
な
〳
〵

歩
行
に
て
、
中
御
門
烏
丸
の
宿
所
よ
り
賀
茂
の
か
み
の
社
へ
七
夜
つ
ゞ

け
て
参
ら
れ
け
り
。
七
夜
に
満
ず
る
夜
、
宿
所
に
下
向
し
て
、
く
る
し

さ
に
う
ち
臥
し
ち
ッ
と
ま
ど
ろ
み
給
へ
る
夢
に
、
賀
茂
の
上
の
社
へ
参

り
た
る
と
お
ぼ
し
く
て
、
御
宝
殿
の
御
戸
お
し
ひ
ら
き
、
ゆ
ゝ
し
く
け

だ
か
げ
な
る
御
声
に
て
、

　

さ
く
ら
花
か
も
の
河
風
う
ら
む
な
よ
散
る
を
ば
え
こ
そ
と
ゞ
め
ざ
り

け
れ

新
大
納
言
、
猶
お
そ
れ
を
も
い
た
さ
ず
、
賀
茂
の
上
の
社
に
、
あ
る
聖

を
こ
め
て
、
御
宝
殿
の
御
う
し
ろ
な
る
杉
の
洞
に
壇
を
た
て
て
、
拏
吉

尼
の
法
を
百
日
お
こ
な
は
せ
ら
れ
け
る
ほ
ど
に
、
彼
大
椙
に
雷
落
ち
か
ゝ

り
、
雷
火
緩
う
も
え
あ
が
ッ
て
、
宮
中
既
に
あ
や
う
く
見
え
け
る
を
、

宮
人
ど
も
お
ほ
く
走
集
ま
ッ
て
是
を
う
ち
消
つ
。

と
、
盛
衰
記
の
鳩
を
め
ぐ
る
扱
い
や
雷
の
描
写
が
同
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
よ
う
に
成
親
の
怪
異
譚
は
同
様
で
あ
る
も
の
の
、
重
要
な
の
は
、

挿
歌
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
盛
衰
記
で
は
雷
や
地
震

が
起
き
た
あ
と
の
末
尾
に
挿
歌
さ
れ
て
い
る
が
、
覚
一
本
で
は
雷
が
落
ち
る

前
に
挿
歌
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
、
成
親
の
性
格
が
盛
衰
記

と
覚
一
本
で
は
異
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
覚
一
本
は
、

こ
の
和
歌
が
挿
入
さ
れ
る
時
点
で
既
に
悪
役
と
し
て
の
成
親
を
描
い
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ⅲ
）
さ
い
ご
に
、
盛
衰
記
巻
第
六
「
幽
王
褒
似
烽
火
」
に
該
当
す
る
記
事
は
、

覚
一
本
巻
第
二
「
烽
火
之
沙
汰
」
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
盛
衰
記
に
お
い
て

は
、
重
盛
が
清
盛
を
説
得
す
る
話
と
幽
王
・
褒
姒
の
故
事
に
分
か
れ
て
い
た

が
、
覚
一
本
の
場
合
は
、
重
盛
が
清
盛
を
説
得
す
る
記
事
の
中
で
、
部
下
に

幽
王
・
褒
姒
の
故
事
を
語
っ
て
い
る
と
い
う
明
ら
か
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

小
松
殿
に
は
、
盛
国
承
ッ
て
、
着
到
つ
け
け
り
。
馳
参
た
る
勢
ど
も
、

一
万
余
騎
と
ぞ
し
る
い
た
る
。
着
到
披
見
の
後
、
大
臣
中
門
に
出
て
、

侍
共
に
の
給
ひ
け
る
は
、「
日
来
の
契
約
を
た
が
え
ず
参
り
た
る
こ
そ
神

妙
な
れ
。
異
国
に
さ
る
た
め
し
あ
り
。
周
幽
王
、
褒
姒
と
云
最
愛
の
后

を
持
ち
給
へ
り
。
天
下
第
一
の
美
人
也
。
さ
れ
ど
も
、
幽
王
の
心
に
か

な
は
ざ
り
け
る
事
は
、
褒
姒
咲
を
服
先
ず
と
て
、
す
べ
て
此
后
わ
ら
う

事
を
し
給
は
ず
。
異
国
の
習
に
は
、
天
下
に
兵
革
お
こ
る
時
、
所
〻
に

火
を
揚
げ
、
太
鼓
を
う
ッ
て
兵
を
召
す
は
か
り
事
あ
り
。
是
を
烽
火
と

名
づ
け
た
り
。
或
時
天
下
に
兵
乱
お
こ
ッ
て
烽
火
を
揚
げ
た
り
け
れ
ば
、

后
こ
れ
を
見
給
ひ
て
「
あ
な
ふ
し
ぎ
、
火
も
あ
れ
程
お
ほ
か
り
け
る
な
」

と
て
、
其
時
初
て
わ
ら
ひ
給
へ
り
。
こ
の
后
、
一
た
び
ゑ
め
ば
百
の
媚

あ
り
け
り
。
幽
王
う
れ
し
き
事
に
し
て
、
其
事
と
な
う
、
常
に
烽
火
を

揚
げ
給
ふ
。（
中
略
）
其
時
都
傾
い
て
、
幽
王
終
に
亡
に
き
。
さ
て
こ
の

后
は
、
野
干
と
な
ッ
て
は
し
り
失
せ
け
る
ぞ
お
そ
ろ
し
き
。（
後
略
）」

　

右
は
、
盛
衰
記
巻
第
六
「
幽
王
褒
似
烽
火
」
と
内
容
は
ほ
ぼ
同
一
の
内
容

で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
た
だ
盛
衰
記
の
「
后
幽
王
亡
給
テ
後
、
尾
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三
つ
ア
ル
狐
ト
成
テ
、
コ
ウ
〳
〵
鳴
シ
テ
古
キ
塚
に
入
ニ
ケ
リ
。」
な
ど
と
い

う
、
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
覚
一
本
に
は
見
ら
れ

な
い
。
覚
一
本
は
「
野
干
と
な
ッ
て
は
し
り
失
せ
け
る
ぞ
お
そ
ろ
し
き
。」
と

褒
姒
の
こ
と
を
淡
白
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
重
盛
が

部
下
ら
に
語
る
上
で
、
特
段
重
要
で
は
な
い
事
柄
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

三
、
ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
、
盛
衰
記
の
巻
第
一
か
ら
巻
第
六
の
中
で
怪
異
譚
と
確
認
で
き
る
八

つ
の
記
事
を
見
て
い
っ
た
。
そ
の
上
で
、
覚
一
本
に
お
い
て
対
応
す
る
記
事

を
参
照
し
、
比
較
を
行
っ
た
。
覚
一
本
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
の
記
事
も
あ
る

が
、
本
稿
で
見
た
盛
衰
記
の
記
事
の
殆
ど
は
独
自
性
を
保
有
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

久
留
島
元
氏
は
、「
怪
異
」
に
つ
い
て

「
怪
異
」
は
単
な
る
怪
し
い
事
件
、
不
思
議
な
現
象
で
は
な
く
、
国
家

（
王
権
）
や
、
そ
の
周
辺
の
宗
教
者
に
よ
っ
て
「
怪
異
」
と
選
別
さ
れ
、

管
理
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
古
代
以
来
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
る
予
兆
と
し
て
の
「
怪
異
」
が
、
日
本
社
会
に
お
い
て
次

第
に
拡
大
、
拡
散
し
、
現
在
「
あ
や
し
い
こ
と
、
ふ
し
ぎ
ま
こ
と
」
を

さ
す
語
彙
と
し
て
定
着
し
て
き
た（（
（

と
説
明
し
、
怪
異
は
王
権
と
切
り
離
さ
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

　

日
本
に
お
け
る
「
怪
異
」
の
形
成
史
を
ふ
ま
え
る
と
、「
怪
異
」
と
は

起
こ
っ
た
現
象
や
存
在
そ
の
も
の
が
特
殊
な
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を

「
怪
異
」
と
認
識
、
記
録
し
た
主
体
と
、
そ
の
認
識
を
受
容
し
た
社
会
と

の
関
係
の
な
か
で
生
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
る（（
（

。

と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
怪
異
が
生
じ
る
の
は
、
社
会
が
ど
の
よ
う
に
認
識

す
る
か
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　

覚
一
本
と
比
較
し
て
盛
衰
記
の
中
に
怪
異
譚
が
多
く
存
在
す
る
の
は
、
成

立
し
た
時
代
の
社
会
に
お
い
て
、
怪
異
と
し
て
扱
わ
れ
る
モ
ノ
が
増
殖
し
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
天
皇
王
権
や
仏
法
と
の
関
係
性
だ
け
で

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
別
の
要
素
を
怪
異
譚
に
想
定
す
る
必
要
が
あ
る

の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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梶
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